
 

 

 

 

 

第３章 困難を有する子ども・ 

   若者やその家族への 

  きめ細やかな支援 



第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

0  
 

第  る 者 の の  
 

第  等に る  

 

 等に る  

「青森県若者 ー テーション」（平成 19 年 4月、 ョ カフェあおも 内に ）は、国の 施

であ 、15 から 9 までの若年 業者や 者を 別・ 的に支援するため、 ン ル

ン や 理 による をは め、職 学、 、地域イ ン への参加などを通 た 支援

を行っている。 

平成 25 年 月からは、青森市に加えて、 前市 市にも「地域若者 ー テーション」を

し、 の支援を実施している。 

 

 者の の  

  

 ョ カフェあおも  

   「 ョ カフェあおも 」（平成 16 年 4 月 ）では、 から 職 までの一 した カ

ン ングや、 職支援 イ ン ・企業 明会、 職活動に つ ま まな ーの開催など、

若者を対象とした総合的な 職支援 ー を提 している。 

    また、平成 2 年 11 月から「 ョ カフェあおも 」、「 ーワークヤングプラ 」 「あおも

若者 ー テーション」の 施 を一 的に運営する「ヤング ョ プラ あおも 」を ープン

し、 たに総合案内 の や「 ーム支援」 「 クラ 」の実施などを行い、若年 職者に

対する一 した 職支援を行っている か、県内 （ 前、 、 つ）に している「 ョ

カフェあおも テライ ッ 」において、 ーワークとの一 的運営を行っている。 

 

第 2- - 表 お 状況          （

年度 用者数 職者数 
24 4 156 2 8 0 

 25 47 07  2 976 

 26 54 056 2 904 

 27 5 717 2 72  

 28 57 812 2 428 

（ ）

 

2  県  

 高等学校 業 者県内 職 進事業 

県では、 高等学校 業 者の県内 職を 進するため、県内経済 への 人提出要

や、高校生を対象とした企業 学会を実施している。 
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第 2- -2  平成 2 年 高 者の （県 県 ） 

資料：青森  
 

第 2- - 表 学 実施状況 

年度 延べ回数（回） 参加学生数（人） 学企業数（ ） 

24 67 2 644 207 

 25 68 2 471 191 

 26 71 2 992 215 

 27 72 206 21  

 28 64 2 702 205 

 
 

イ 県出 学生 職 進事業 

県では、本県出 の大学、 大、 学生等の県内 職を 進するため、県内 において 職 イ  

ン を開催している。平成 28 年度は、青森、 前、 、 、 の各会 で開催した。 
 
第 2- -4 表 状況 

年度 参加企業数（ ） 参加学生数（人） 

24 179 1 01  

 25 201 878 

 26 267 907 

 27 151 479 

 28 9  622 

 

 業高校生等県内 職 進事業 

県 職率が高い 業高校生をは めとする 学 者の県内 職を 進するため、企業 の

用 イ や企業 フェ の開催などによ 、地 企業や仕事内容に関する を 化した

か、県内企業の 人 を地 主要 にいち く した。 
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 活 援・し と 事業 

県では、県 の大学等へ進学した な人材を するため、県出 の大学生等に対する 職支援

を 的に行うとともに、若年者の 職 のため、県内事業 に対する職 支援や高校生 

・大学生等に対する 意識 成支援を行い、職 進を図っている。 

な人材を するため、 等で合 企業 明会や 職 イ ン を開催した か、青森県 

企業 を作成し、県内企業の に めた。また、若年者の 職を と した 業 

のため、企業に対する支援として、 員、中 員、人事担 者等に対する を実施した か、

若年者に対する支援として、高校生やその 者に対する 意識 成支援 ーや企業 学会を 

実施した。 

 

第 2- -  高 者の県 県 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：青森  

 

第 2- - 表 学校 者の 状況                      （ ） 

   
高等学校 業者の 率 大学等 業者の 率 

１年後 2 年後 年後 １年後 2 年後 年後 

21 月   国 82 9 72 0 64  88 6 79 0 71 2 

青森県 81 4 70 0 62 7 85 5 75 8 68 4 

22 月   国 79  68 2 60 8 86 6 76 7 69 0 

青森県 74  62 4 5 6 81 6 72 2 65 0 

2 月   国 79 2 69 2 60 4 85 7 76 5 67 6 

青森県 71 8 61 0 51 1 78  69 5 62 1 

24 月   国 80 4 68 6 60 0 87 0 76 7 67 7 

青森県 71 4 59 0 49 7 81 1 69 9 61 4 

25 月   国 80 1 68 2 59 1 87  77 2 68 1 

青森県 74 1 60 8 50 5 8 0 71 8 62 5 

26 月   国 80 6 68 6 59 2 87 8 77 2 67 8 

青森県 74 8 61 6 51 9 78  68 2 60 2 

27 月   国 81 9 70   88 2 77 7  

青森県 79 5 66 6  81 8 69 6  

28 月   国 82 8   88 7   

青森県 81 4   8 5   
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第  校 高校 学等 の  

 校 の  

  に る施  

県 県教育委員会は、本県の児童生徒の を するため、県・市町村・学校・ ・地域 民

その他の関 者の連携の下、い め 対策推進 第 12 の に き、い めの 等の対策を総

合的かつ 的に推進する とを 的に、平成 26 年 6 月、青森県い め 本方 （ 下「 本方

」という。）を策 し、平成 29 年 10 月に を行った。 

     の 本方 に き、「青森県い め 対策 議会 」を平成 26 年 7 月 7日に公 ・施行し、

的 識を有する 部人材を委員とする県教育委員会の 機関である「青森県い め 対策 議

会（ 下「い め 対策 議会」という。）」を した。い め 対策 議会は、県 学校にお

るい め 等のための 等について 的 からの 議や重大事 に る事実関 を明

にするための を行ってきた。 らに、県は、 28 の重大事 に る を行う 事の 機関

として、「青森県青 年 育成 議会い め 部会（ 下「い め 部会」という。）」を

し、対 してきた。 

      らに、県教育委員会では「青森県い め 題対策連 協議会（ 下「連 協議会」という。）」を

し、関 機関、 各市町村教育委員会の参加を て、い め 等に関する 有や

の取組に対する一層の連携に取 組 でいる。 

      的な施策としては、い め 対策 議会、い め 部会 連 協議会の意 等を まえ、

子どもを取 く状況の を高めるため、い め の ーフ ッ を作成し、 ての小学校、中

学校、高等学校の児童生徒への を通して、学校主 のい め 学習を支援している か、教員の

い めへの対 を高めるため、児童生徒の の に関する 会の か、各 会を開催してい

る。 

      また、教育 の 充を図るため、各学校に する クールカ ン ラー、 クール ーシ

ルワーカーを 員するとともに、資 の向上を図るための 会を開催している。児童生徒 者

等からのい め等の として「あたたかテ ン」や「24 時間子 イヤル」等の

用 話を開 し、 ・支援を行っている。 

     らに、携 が関 するい めや生徒 上の 題行動等の未 、 、 対 を図

るため、 ッ 通 イ を開 するとともに、 ーシ ル 等 員を し、児童生徒

に関 する な があった 合は、 やかに学校 関 機関と連携し学校への支援や の

に めている。 

     の か、い め に関する ーの 出、テ の 、地域の青 年 育成 等と

協 して、い め を で る取組等を行い、児童生徒、 者、県民が一 となったい

め 対策に めている。 

   

  

い めの は、学校 でなく、 や地域、関 機関が連携して取 組 とが重要であ 、

いかなるい めも ないという人権 重の を育 を する とが 要である とから、

地域からい め の意識 ン ーンを く 開し、学校にお るい め に向 た取組

を支えている。 

平成 29 年度の実  

 い め 作 ンクール 

県内の高校生を対象として、い め テ の 作を 集し、生徒一人一人が、い めに

ついて考える機会を 出している。 

・ 集 間     4 月 5 月 

・ 作 総数  45 点 

・       会において、6点を 作 として選 し、 を表 した。 
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 い め ンクール 

県内の小学生・中学生・高校生 一般を対象として、い め を える を 集し、児童・

生徒 県民一人一人が、い めについて考える機会を 出している。 

・ 集 間    6 月 9 月 

・ 作 総数  7 904 点 

・     会において、7点を 、1点を 員特別 として選 し、 を

表 した。 

 

 テ  

    学校の 業明 の 後は、児童生徒にとって生活 等が大きく わる契機にな やすく、

大きなプ ッシ ーや 的動 が生 やすいと考えら る。 のような時 に し、児童生徒

の 化を し、学校や地域、あるいは において、児童生徒への の 化等を集中的に行

う とは 的であると ている とから、テ を 作し する とによ 、い め

に向 た一層の意識 に めている。 

     み明 (4 5 4 14、5 8 5 19) 

      平成 28 年度い め を  

    イ み明 (8 16 9 12) 

      平成 29 年度い め 作 ンクール 作 をもとにした を  

     み明 (1 11 2 6) 

      平成 29 年度い め ンクール 作 を用いた を  

  

  の  

平成 29 年度の実施状況  

  県内一 か 活動   

   年 回、県内の 小・中・高等学校・特別支援学校で一 に、地域の大人、 者などが参加する

か 活動を実施した。       

（実施 間） 

 ・平成 29 年 4 月 10 日 14 日（ 学、進 時） ・平成 29 年 7 月 14 日 21 日（ み前） 

    ・平成 29 年 8月 24 日 0 日（ み明 ）  ・平成 29 年 12 月 18 日 22 日（ み前） 

 

  他人を いや を大 にする を育 対話集会 

   児童生徒と地域の大人の 理解を 進し、 関 の を図るため、平成 29 年 10 月 12 月、

小・中・高等学校・特別支援学校 18 校で、「 について考える」をテーマに意 等を実施した。 

 

  地域の で く 推進青森県民大会 

平成 29 年 7月 0日(日)に青森市の県民 プラ で、「地域の で く 推進青森県民大会 

子どもの は地域のたから 」を開催した。 

（内容） 

・ 事から児童生徒への ッ ー の  ・大会 の  

・い め の取組事 表       ・ 講演（講 ：教育  ） 等  

 

  子どもたちの や未来を 援する ッ ー ング・動画「 の未来へ」の 作・

テッカーの作成・  

 

   （第２部第２ 第１ １(2)「地域の で く 推進事業」を参 。） 
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2  校に る施  

 県教育委員会では、児童生徒の ましい人間関 の 、児童生徒が ち いて学校生活を る と

ができるよう教育 に関わる各 講座の充実 人数学 の実施、小・中・高等学校への ク

ールカ ン ラー ・ 等の 充に めている。 
     らに、学校の要 に て クール ーシ ルワーカーを し、 ・ 等の関 機関と連携

しながら、 や ・カンフ ン を行い に めている。 
 また、教員が、生徒の える みや 、 等に関する理解を深め、児童生徒を取 く状況

の 対 を高めるため、「 の に関する 会」を開催した 、 等の特別な支

援を 要とする生徒が な支援のもと学校生活が できるよう、 な教員 の機会を えて、

等の理解と対 に関する内容を取 るなど教員の資 向上に めている。 
 

 に る施  

県教育委員会では、子どもたちの 意識の 成や教員と子どもとの 関 の に向 、教育

に関わる各 教員 講座の開 、小・中・高等学校への クールカ ン ラーの クール

ーシ ルワーカーの 等の施策の一層の充実に めている。 
らに、「地 育成推進会議」や「地域生徒推進連 協議会」等を開催し、 行 の実 や

的な取組についての や協議を行うなど、学校、 、地域 会、関 機関の協 の 化

に めている。 
 
 高校 学 学者 の  

     県教育委員会では、中 学を するため学校にお る生徒の ・ 性や ・関 などに た

ある教育活動となるよう な取組の支援に めている。 
     学業の に でいる生徒に対する各学校の イ ン 機 の充実やきめ かな教育 の

が重要である とから、各学校の要 に て クールカ ン ラーを するとともに、 的な支

援が 要な 合は、 クール ーシ ルワーカーを し、生徒や 者等が える みや状況等の

に向 た支援に めている。 
     また、教員を対象とした中 学者等に関する を行い、その を参考に中 学者 に向

た対 に めている。 
 

第  等の る 者 の  

 

 の る 者 の  

  （者）の 況 

 児（者）の現況 

     本県にお る平成 29 年 月 1日現 の 者 児（者）は、60 275 人で、県人 に対

する 合を ると、1 000 人に対し 46 8 人となる。 

     らを主な の 別にみると、 が 52 と一 く、 いで内部 が 2 4 、

・平 機 が 8 5 、 が 5 9 、 ・ 機 が 0 9 となっている。 

      者の の 度をみると、1、2 の重度の 者は総数の 52 4 と 半数を めてい

る。 

     者に対する施策は、その を主 に推進してお 、重度 者の対策 化を図るとともに、

者の 会参加を進めるための地域 活動の 進等に めている。 
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2  校に る施  

 県教育委員会では、児童生徒の ましい人間関 の 、児童生徒が ち いて学校生活を る と

ができるよう教育 に関わる各 講座の充実 人数学 の実施、小・中・高等学校への ク

ールカ ン ラー ・ 等の 充に めている。 
     らに、学校の要 に て クール ーシ ルワーカーを し、 ・ 等の関 機関と連携

しながら、 や ・カンフ ン を行い に めている。 
 また、教員が、生徒の える みや 、 等に関する理解を深め、児童生徒を取 く状況

の 対 を高めるため、「 の に関する 会」を開催した 、 等の特別な支

援を 要とする生徒が な支援のもと学校生活が できるよう、 な教員 の機会を えて、

等の理解と対 に関する内容を取 るなど教員の資 向上に めている。 
 

 に る施  

県教育委員会では、子どもたちの 意識の 成や教員と子どもとの 関 の に向 、教育

に関わる各 教員 講座の開 、小・中・高等学校への クールカ ン ラーの クール

ーシ ルワーカーの 等の施策の一層の充実に めている。 
らに、「地 育成推進会議」や「地域生徒推進連 協議会」等を開催し、 行 の実 や

的な取組についての や協議を行うなど、学校、 、地域 会、関 機関の協 の 化

に めている。 
 
 高校 学 学者 の  

     県教育委員会では、中 学を するため学校にお る生徒の ・ 性や ・関 などに た

ある教育活動となるよう な取組の支援に めている。 
     学業の に でいる生徒に対する各学校の イ ン 機 の充実やきめ かな教育 の

が重要である とから、各学校の要 に て クールカ ン ラーを するとともに、 的な支

援が 要な 合は、 クール ーシ ルワーカーを し、生徒や 者等が える みや状況等の

に向 た支援に めている。 
     また、教員を対象とした中 学者等に関する を行い、その を参考に中 学者 に向

た対 に めている。 
 

第  等の る 者 の  

 

 の る 者 の  

  （者）の 況 

 児（者）の現況 

     本県にお る平成 29 年 月 1日現 の 者 児（者）は、60 275 人で、県人 に対

する 合を ると、1 000 人に対し 46 8 人となる。 

     らを主な の 別にみると、 が 52 と一 く、 いで内部 が 2 4 、

・平 機 が 8 5 、 が 5 9 、 ・ 機 が 0 9 となっている。 

      者の の 度をみると、1、2 の重度の 者は総数の 52 4 と 半数を めてい

る。 

     者に対する施策は、その を主 に推進してお 、重度 者の対策 化を図るとともに、

者の 会参加を進めるための地域 活動の 進等に めている。 
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第 2- - 表 者 （平成 2 年 ） （ ） 

別 

年齢  
 

・平  

機  

・  

機  

 

 
内部   

1 8  未       5     10             6 5     2   1 009 

1 8  上   557    5 019     5    0 871   19 286   59 266 

   592    5 122     5 6   1 506   19 519   60 275 

   成   ( )    5 9    8 5    0 9   52    2 4  100 0 

 

第 2- -8 表 等 者 （平成 2 年 ）           （ ） 
等 別 

別 
1

 
2

  
4

 
5

 
6

  

 

・ 機  

 

内 部  

1 4 8 

70 

 14 

8 279 

12 852 

   920 

1 0  

22 

6 598 

114 

229 

610 

50 

5 4 8 

2 881 

247 

1 167 

150 

7 756 

672 

414 

24 

0 

2 1 

0 

44 

1 948 

0 

1 104 

0 

592 

5 122 

5 6 

1 506 

19 519 

 22 65   8 957 9 508 12 992 2 769 96 60 275 

   成   ( ) 7 6 14 9 15 8 21 5 4 6 5 6 100 0 

 

イ 的 児（者）の現況 

 者 ン ーで している平成 29 年 月 1 日現 の 的 児（者）は、12 609 人とな

っている。 を 度別にみると重度のものが 5 012 人で 9 7 を め、中 度が 7 597 人の

60 となっている。 

 

 第 2-3-9 （ ）の 人 数 成 （平成 29 年 3 31 ）  （ ） 

年齢            度 重    度 中 度  

18 未      688    1 664    2 52 

18 上    4 24    5 9     10 257 

    5 012    7 597  12 609 

  成 ( ) 9 7 60  100 

2  （者）の  

的、 的に を つ人 に対しては、 者も 会の 成員であ 、その生活の は 者

と ら わるものではないという 本的な 識のもとに、 らの人 の日 生活を支援しつつ、

テーション の と 機会の 大を図 、 者の 会活動への参加を 進するとともに、

公 施 や 等を 者が に 用できるような みよい く を推進している。 

また、 者の の は とともに生活する でなく、 会の一員として生活する とにある

と考えら るため、 者が や地域 会との関 を に ちながら生活できるよう、教育、 、

等の各 のきめ かい 対策を進めている。 

 

 者への対策 

 者の 生援 に関する 題については、市町村 者 ン ー( 者 生
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)が 生 を行ってお 、 生 の 、 者支援施 への 等 要な支援・

を行っている。 

 

( ) 者 ン ー（ 者 生 ）にお る 理状況 

         平成 28 年度の 者 ン ー（ 者 生 ）にお る 理状況を ると、取 実

人員が 5 142 人（来 回の合 ）、 数が 5 448 となってお 、 内容は 生 の

254 が も い。また、 内容別ではすべて 学的 で 4 982 、 数は 5 215

となってお 、内容別では 生 の 021 が も くなっている。 

 

第 2- - 表 者 （ 者 ）における 状況              （ ）

  

 

内容 内容 数 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

28 

来  4 764 021 1 74  0 0 0 0 0 4 764 4 764 0 0 0 4 764 021 1 74  0 0 0 4 764 

回 78 2  218 2  0 0 0 0 684 218 0 0 0 218 0 218 2  0 0 451 

 5 142 254 1 961 2  0 0 0 0 5 448 4 982 0 0 0 4 982 021 1 961 2  0 0 5 215 

( ) 青森県 者 ン ー「 のき会 」 

         者の各 、教 の向上、 ー 、 ク ーション、機 回 や各 活

動、 会参加 進事業等のための 用施 として、 48 年に青森市に開 し、平成 18 年度から

管理者 度 によ 、現 、一般 人青森県 者 協会に管理運営を委 して

いる。 

 

第 2- - 表 の 状況                            （ ）

年度 
 

 
  

その他の 

 
者 

 

関 者 
その他  

24 1 95 75 208 2 447 1 0 2 1 48  5 0  11 94  

25 1 616 81 6  195 1 425 1 417 5 429 1 226 

26 1 44 15  100 68  1 257 1 824 4 674 1 0 5 

27 1 474 64 204 4 555 1 700 2 164 5 271 15 4 2 

28 1 468 8 218 4 697 1 801 2 49 5 555 16 126 

イ 的 者への対策 

 的 者の 生援 に関する 題については、 的 児（者）やその からの に て、

市町村、児童 者 ン ー( 的 者 生 )が 要な 、 、施 等

要な支援・ を行っている。 

 

( ) 者 ン ー（ 的 者 生 ）にお る 理状況 

         平成 28 年度の 者 ン ー（ 的 者 生 ）にお る 理状況を ると、 生援

取 実人員が 58 人（来 回の合 ）、 数が 589 となってお 、 内容は 育

の 99 が も い。また、 数は 908 で、内容別では 理学的 機 的 で 96

となっている か、 数は 574 で、内容別では 育 の 94 が も くなってい

る。 
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第 2- - 2 表 者 （ 者 ）における 状況            （ ）

  

 

内容 内容 数 

  

 

 

  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

28 

来  12 1 0 1 2 6 0 128 180 18 40 125 125 0 290 0 125 180 05 

回 271 0 0 0 0 0 0 271 0 271 76 271 271 0 618 0 269 0 269 

 58  1 0 1 2 6 0 99 180 589 116 96 96 0 908 0 94 180 574 

 
 児（者）の 対策 

   児（者）の主な 対策は のとお である。 

第 2- - 表 主  

度・事業等 内   容 

支援  

（ 生 ）の  

 上の を し、日 生活 、職業 の回 向上を図るための を

行う。平成 28 年度の 人員は 5 644 人である。 

の 理 
上の は機 の を うための 、 、 、 いす等の

理。平成 28 年度の 理 数は 4 546 である。 

事業 において 事の 話、 等の日 生活上の を行う。 

特別 者  

児  

経 的  

 重度の の えに っている特別の 担 の一 として月 26 8 0 （児童 14 600

）支 。平成 28 年度の 者（月平 ）は 2 895 人である。 

児(者)  
 児(者)を している 者が 等の事 によって にお る を る

とが となった 合に、 児(者)を一時的に (通 ) の向上を図る。 

者 済 

度 

 児(者)を する 者の 後、 る 児(者)の生活の と 向上

を図るため、 意加 の 済 度として 45 年から実施する。 

日 生活用 の  
重度 者等に対し、特 等の日 生活用 を は する と等によ 、日

生活の を図る。 

職 委   的 者を職 のもとに か 、その 生に 要な生活 習 を行う。 

重度 者

成 

市町村が行う重度 者 支 事業に対し県が 2 の 1 を し、重度

者の 担の を図る。 

生活援 （グループ

ーム） 

地域の中にあるグループ ームでの生活を 者に対し、日 生活にお る援 等を

行う とによ 、 者の 生活を する。 

児等 育支援事業 

 児(者)の地域での生活を支援するため、 な地域で 育 、 等が ら

るよう、 育機 の充実を図るとともに、 らの 育機 を支援する、よ 的な 育

機 との重層的な連携を図る とによ 、 児(者)の の向上を図る。 

児童 支援・ 課後等

イ ー  

に のある児童に対し通 の方 によ 日 生活にお る 本的動作等の

集 生活への を行う。 

生活 事業 に のある者に対し、通 の方 によ 日 生活上の支援等を行う。 

                                                                       
 

 者 済 度加 状況 年 等支 状況 

平成 28 年度にお る 者 済 度加 者数は 55 人、年 者数は 597 人となってい 

る。 

第 2- - 4 表 者 度 状況 年 等 状況                 （ ）

     年度 24 25 26 27 28 

加 者 数 616 599 586 568 55  

年 者 数 58  589 598 601 597 
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 重度 者 成 

     平成 28 年度にお る重度 者 成の実施状況は、 のとお である。 
 

第 2- - 表 度 者 成  （平成 28 年度） 
実施市町村 者 数  県    考 

40 市町村 19 414  1 6 2 754  816 77  率１ ２ 

                                                                          
 

 施 等 の  

平成 18 年、 者 支援 （現 者総合支援 ）施行によ 、 別の一 化や な施

の しが図ら 、 者にとって 要な ー を選 し 用する となった。 者の 施 に

ついては、 者 生施 、 的 者 生施 など 別 とに ていたものが 者支援施

として た。 

 児 施  

施 に する 児に対して、 、日 生活の 活に 要な 識 の を行っ

ている。 

 
第 2- - 表 施 状況（平成 2 年 4 ）

施  主  地 員(人) 

学  会 人青森県す やか 事業  青森市 0 

前市 生学  前市 前市 60 

うみ 学  会 人 市 会 事業  市 50 

森 学  域 事 組合 つがる市 0 

公 もみのき学  上 地方教育・ 事 組合 町 40 

はま 学  下 地域 域行政事 組合 つ市 0 

もみ 学  地方 事 組合 市  20 

あすな 育 ン ー 青森県 青森市 6 

わら 育 ン ー 青森県 前市 5 

    271 

 

イ 児 施  

 施 に する 児に対して、 、日 生活の 、 活に 要な 識機 の およ 治

を行っている。 

 

第 2- - 表 施 状況（平成 2 年 4 ）

施         地 員(人) 

県 はまなす 育 ン ー 市大 大 大 17 の 729 
 （ ） 42 

（重 ） 40 

国 機 青森  青森市 大 平 155  （重 ）120 

国 機  市 上 1 の 1 （重 ）100 

  02 

資料： 課 
 

 者支援施  

 施 に する 者に対して、主として 間において、 、 つ 事等の 、生活等に

関する その他の 要な日 生活上の支援を行う。 
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第 2- - 8 表 者 施  

施     主  地 員(人) 

青森 ー ン ー 青森県 ー協会 青森市 60  

者支援施  会 青森市 60  

者支援施  会 青森市 85  

者支援施 どう  

( 委 施 ) 
あすな 会 青森市 80  

青森 ー  青森県 ー協会 青森市 40  

青森月  会 青森市 46  

者支援施 し  会 青森市 40  

者支援施  会 青森市 50  

がい者支援施  会 青森市 0  

者支援施  会 青森市 50  

きわ  会 青森市 50  

あすな 育 ン ー 青森県 青森市 15 

的 者生活支援施 前市 生  前市（ ） 前市 50  

者支援施 年  年会 前市 50  

者支援施  会 前市 0  

者支援施 拓  会 前市 80  

者支援施  会 前市 40  

くら  会 前市 40  

者支援施 の  つがる 会 前市 50  

わら 育 ン ー 青森県 前市 24 

青森ワーク ン  会 市 50  

の み  の み会 市 40  

 会 市 40 

 会 市 40  

いちい  市 会 事業  市 50  

 やすら 会 市 80  

者支援施  会 市 50  

うみ 学  市 会 事業  市 10  

地方 者支援施 もみ 学  地方 事 組合 市 10  

者支援施 く いし 会 市 0  

者支援施  生会 市 40  

者支援施 大 ン ーム 会 市 50  

がい者支援施 第 うちがた 内  市 0  

者支援施 青  生会 市 6  

者支援施 あかまつ  生会 市 50  

となみ  明 会 つ市 0  

 みちのく 会 つ市 50  

者支援施 しもきた 育  みちのく 会 つ市 50  

月  会 つがる市 40  

つがるの ( 委 施 ) 会 つがる市 80  

者支援施  会 平 市 40  

地方 者支援施 青  地方 事 組合 平 市 50  

者総合 ン ーなつどま  

者支援施 しらか  
青森県す やか 事業  平内町 80  

者総合 ン ーなつどま  

者支援施 つき  
青森県す やか 事業  平内町 60  

者支援施 かもめ ( 委 施 ) 平 会 町 80 

大 育 ン ー 会 大 町 60 
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施     主  地 員(人) 

がい者支援施 内  内  中 町 0 

者支援施 あすな ク ー ー  会 地町 40 

者支援施 あ あ ( 委 施 ) つつ 会 町 80  

がい者支援施 一  会 町 120  

公 からまつ  
上 地方教育・ 事 組合 

（ 会） 
町 45  

上  生会 町 70  

がい者支援施 やき  会 町 40  

公 な  上 地方教育・ 事 組合 町 45  

者支援施 か はし  会 村 40  

者支援施 あかしや  会 おいら 町 40  

明  ー ン ー  町 60  

事 組合 やま と  事 組合 町 50  

 会 部町 40  

資料： 課 

 

4  者  
 者 児がその有する 性に 、 した日 生活 は 会生活を営 とがで

きる 会 く を 進するため、 の事業を実施している。 

第 2- - 表 者 （平成 28 年度） 

事 業  実施主  実 施 状 況 

1 者 会参加推進 ン ー運営
事業 

（一 ）青森県
者 協会 

事業内容：「 者 110 」運営事業の か、 会参
加 進事業の実施に対する協 等 

2 「 者 110 」運営事業 
事業内容： を （ 員 2人 ）、 

者の権 に る 等への対  
28 年度 数： 456  

員活動 化事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 
 
（一 ）青森県 を

つな 育成会 
 

者 員  
実施地 ：青森市、 前市、 市、 市、

市、 つ市 
実施回数 参加人員：延 6回、延 112 人 

的 者 員  
実施地 ：青森市、 市 
実施回数 参加人員：延 2回、延 62 人 

4 ー 教 開催事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 

事業内容： 者 ー 教 、 教 、
ング教 等 28 年度参加人員： 1 042 人 

5 ー 大会開催事業 
第 24 回青森県 者 ー 大会 
28 8 28 青森県総合運動公 等 

6 ー 員 成事業 
ー 員 成 会 18 人 

中 ー 員 成 会  4 人 

7 ライ ラ ー 出
事業 

(一 )青森県 うあ
協会 

用 者数：289 人、26  
出 数：169  

8 人点 事業 
(一 )青森県

者 会 

の重度 者（おもに中 明者）への点
の  28 年度 人員：2人 

9 者 ーション支
援事業 

の えない方、 えにくい方のための 開催 
28 年度：青森市(参加者 218 人) 

10 性 生活 事業 
（一 ）青森県

者 協会 

事業内容：料理教 等  
実施地 ： 地 （青森、 前、 ） 
実施回数 参加人員：延 4回、延 45 人 

11 青年等 会生活教 開催事業 
（一 ）青森県

者 協会 

事業内容：講演会 
実施地 ：青森市 
実施回数 参加人員： 1 回、14 人 

12 話講習会事業 
(一 )青森県 うあ
協会 

実施地 ：青森市等( 8 市 4町 1村) 
実施回数 参加人員：延 51 回、延 464 人 

1 イ 会 事業 
（一 ）青森県

者 協会 

実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 18 回、延 400 人 

14 機 者 事業 
実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 114 回、延 787 人 

第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
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施     主  地 員(人) 

がい者支援施 内  内  中 町 0 

者支援施 あすな ク ー ー  会 地町 40 

者支援施 あ あ ( 委 施 ) つつ 会 町 80  

がい者支援施 一  会 町 120  

公 からまつ  
上 地方教育・ 事 組合 

（ 会） 
町 45  

上  生会 町 70  

がい者支援施 やき  会 町 40  

公 な  上 地方教育・ 事 組合 町 45  

者支援施 か はし  会 村 40  

者支援施 あかしや  会 おいら 町 40  

明  ー ン ー  町 60  

事 組合 やま と  事 組合 町 50  

 会 部町 40  

資料： 課 

 

4  者  
 者 児がその有する 性に 、 した日 生活 は 会生活を営 とがで

きる 会 く を 進するため、 の事業を実施している。 

第 2- - 表 者 （平成 28 年度） 

事 業  実施主  実 施 状 況 

1 者 会参加推進 ン ー運営
事業 

（一 ）青森県
者 協会 

事業内容：「 者 110 」運営事業の か、 会参
加 進事業の実施に対する協 等 

2 「 者 110 」運営事業 
事業内容： を （ 員 2人 ）、 

者の権 に る 等への対  
28 年度 数： 456  

員活動 化事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 
 
（一 ）青森県 を

つな 育成会 
 

者 員  
実施地 ：青森市、 前市、 市、 市、

市、 つ市 
実施回数 参加人員：延 6回、延 112 人 

的 者 員  
実施地 ：青森市、 市 
実施回数 参加人員：延 2回、延 62 人 

4 ー 教 開催事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 

事業内容： 者 ー 教 、 教 、
ング教 等 28 年度参加人員： 1 042 人 

5 ー 大会開催事業 
第 24 回青森県 者 ー 大会 
28 8 28 青森県総合運動公 等 

6 ー 員 成事業 
ー 員 成 会 18 人 

中 ー 員 成 会  4 人 

7 ライ ラ ー 出
事業 

(一 )青森県 うあ
協会 

用 者数：289 人、26  
出 数：169  

8 人点 事業 
(一 )青森県

者 会 

の重度 者（おもに中 明者）への点
の  28 年度 人員：2人 

9 者 ーション支
援事業 

の えない方、 えにくい方のための 開催 
28 年度：青森市(参加者 218 人) 

10 性 生活 事業 
（一 ）青森県

者 協会 

事業内容：料理教 等  
実施地 ： 地 （青森、 前、 ） 
実施回数 参加人員：延 4回、延 45 人 

11 青年等 会生活教 開催事業 
（一 ）青森県

者 協会 

事業内容：講演会 
実施地 ：青森市 
実施回数 参加人員： 1 回、14 人 

12 話講習会事業 
(一 )青森県 うあ
協会 

実施地 ：青森市等( 8 市 4町 1村) 
実施回数 参加人員：延 51 回、延 464 人 

1 イ 会 事業 
（一 ）青森県

者 協会 

実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 18 回、延 400 人 

14 機 者 事業 
実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 114 回、延 787 人 

第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
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施     主  地 員(人) 

がい者支援施 内  内  中 町 0 

者支援施 あすな ク ー ー  会 地町 40 

者支援施 あ あ ( 委 施 ) つつ 会 町 80  

がい者支援施 一  会 町 120  

公 からまつ  
上 地方教育・ 事 組合 

（ 会） 
町 45  

上  生会 町 70  

がい者支援施 やき  会 町 40  

公 な  上 地方教育・ 事 組合 町 45  

者支援施 か はし  会 村 40  

者支援施 あかしや  会 おいら 町 40  

明  ー ン ー  町 60  

事 組合 やま と  事 組合 町 50  

 会 部町 40  

資料： 課 

 

4  者  
 者 児がその有する 性に 、 した日 生活 は 会生活を営 とがで

きる 会 く を 進するため、 の事業を実施している。 

第 2- - 表 者 （平成 28 年度） 

事 業  実施主  実 施 状 況 

1 者 会参加推進 ン ー運営
事業 

（一 ）青森県
者 協会 

事業内容：「 者 110 」運営事業の か、 会参
加 進事業の実施に対する協 等 

2 「 者 110 」運営事業 
事業内容： を （ 員 2人 ）、 

者の権 に る 等への対  
28 年度 数： 456  

員活動 化事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 
 
（一 ）青森県 を

つな 育成会 
 

者 員  
実施地 ：青森市、 前市、 市、 市、

市、 つ市 
実施回数 参加人員：延 6回、延 112 人 

的 者 員  
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実施回数 参加人員：延 2回、延 62 人 

4 ー 教 開催事業 
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ング教 等 28 年度参加人員： 1 042 人 

5 ー 大会開催事業 
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28 8 28 青森県総合運動公 等 
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ー 員 成 会 18 人 
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7 ライ ラ ー 出
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協会 
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者 会 

の重度 者（おもに中 明者）への点
の  28 年度 人員：2人 

9 者 ーション支
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の えない方、 えにくい方のための 開催 
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実施地 ：青森市等( 8 市 4町 1村) 
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第 2- - 表 者 （平成 28 年度） 

事 業  実施主  実 施 状 況 

1 者 会参加推進 ン ー運営
事業 

（一 ）青森県
者 協会 

事業内容：「 者 110 」運営事業の か、 会参
加 進事業の実施に対する協 等 

2 「 者 110 」運営事業 
事業内容： を （ 員 2人 ）、 

者の権 に る 等への対  
28 年度 数： 456  

員活動 化事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 
 
（一 ）青森県 を

つな 育成会 
 

者 員  
実施地 ：青森市、 前市、 市、 市、

市、 つ市 
実施回数 参加人員：延 6回、延 112 人 

的 者 員  
実施地 ：青森市、 市 
実施回数 参加人員：延 2回、延 62 人 

4 ー 教 開催事業 

（一 ）青森県
者 協会 

 

事業内容： 者 ー 教 、 教 、
ング教 等 28 年度参加人員： 1 042 人 

5 ー 大会開催事業 
第 24 回青森県 者 ー 大会 
28 8 28 青森県総合運動公 等 

6 ー 員 成事業 
ー 員 成 会 18 人 

中 ー 員 成 会  4 人 

7 ライ ラ ー 出
事業 

(一 )青森県 うあ
協会 

用 者数：289 人、26  
出 数：169  

8 人点 事業 
(一 )青森県

者 会 

の重度 者（おもに中 明者）への点
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実施回数 参加人員：延 4回、延 45 人 

11 青年等 会生活教 開催事業 
（一 ）青森県

者 協会 

事業内容：講演会 
実施地 ：青森市 
実施回数 参加人員： 1 回、14 人 

12 話講習会事業 
(一 )青森県 うあ
協会 

実施地 ：青森市等( 8 市 4町 1村) 
実施回数 参加人員：延 51 回、延 464 人 

1 イ 会 事業 
（一 ）青森県

者 協会 

実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 18 回、延 400 人 

14 機 者 事業 
実施地 ：青森市、 前市、 市 
実施回数 参加人員：延 114 回、延 787 人 
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事 業  実施主  実 施 状 況 

15 機 者 者 成事業 
（一 ）青森県

者 協会 
者 成人員：4人 

16 点 仕員 成事業 (一 )青森県
者 会 

成人員：16 人 

17 仕員 成事業 成人員：8人 

18 要 記者 成事業 

(一 )青森県 うあ
協会 

課 ： 2 時間（ 9回）8人  
用課 ： 20 時間（ 5回）10 人  

19 話 仕員 成事業 
課 ： 5時間（ 12 回）19 人  
課 ：45 時間（ 14 回）8人  

20 話通 者 成事業 
通 ：5 時間（ 1 回）7人  
通 ：50 時間（ 12 回）15 人  
フォ ー ップ講座：15 時間（  7 回） 者なし 

21 話通 成事業 8 時間（ 9 回）6人 講 

22  話通 事業 
：県 課（1人） 

青森県 者 ン ー（2人） 

2 話通 者等 者 成  
話通 ・ 話通 者・要 記者 成を担 す

る講 会 延 67 人 

24  ー 提 者 提 事業 数 県内： 5 、県 ：10  

25 う者向 通 ・ 員
事業 

数 6  

 

 者 年学  

と 会参加を支援し 会性の向上をめ す とを 的として、集 学習や の講座、 者

ー をとおして他の 業生や 校生、学校のある地域の人たちなどと する機会を提 している。 
 

第 2- -2 表 平成 28 年度 者 年学 状況 

日 開催  参加者数 内 容 

9 10 月 県 学校 51 人 
点 ック理解への か 、 大会参加、県

参加 

5 10 月 県 学校  72 人 
組 作 、 ー フ ー ール 、 教

合 、学習 表会参 ・参加 

6 12 月 青森若 学校 28 人 運動会参加、 行、 ー 、 式 

5  1 月 学校 107 人 
運動会参加、 、重 部クラ 会、成人を う

会、 参加、 教 、 ー   

 6 10 月 前第 学校 84 人 
運動会参加、合 た 参加、 会参加、 あ

い ン ー 、学習 表会参加 

5 11 月 第一 学校 155 人 
ク ーション、成人を う会・ を し 会、高等

部 学会 

6 11 月 青森第一高等 学校 121 人 運動会参加、 、 ー 、めい い 参加 

5  1 月 青森第 学校 124 人 運動会参加、 ング、 ー 、会 の 行 

5 11 月 前第一 学校  1 0 人 
運動会参加、 ー 、総会・ 会、 行、

学習 表会    

6 10 月 第 学校  285 人 
業生の集い、 業生と 校生の 会、高校生 ラン

テ との 会 

7 11 月 森 学校 79 人 
ー ン 、森 への参加、 公

機関の 用  
7 10 月 学校 124 人 開 式、 画 、 ー 「フライング ク」 

6 11 月 つ 学校  196 人 
運動会参加、 ー ク ーション、 を向上す

るための 等の 有、 あい ング大会 
6 10 月 学校 1 9 人 会総会、成人を う会、 会 行 

6 11 月 青森第 高等 学校 286 人 高 参加、地域 ック活動、 生の集い 
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 者の  

 者に対する は、「 治 中 から地域 、 らには 会 へ」という に

って 開 てお 、地域 との連携の下に 者の 会 と 会参加の 進を図る

ため、 の施策を推進している。 
 や ン ーにお る、 や 会 など に関する  

イ 回 上にある 者を対象に、 にお る生活 等 

 通 の一 として、 ン ーや にお る作業 や生活 ・

等を内容とした イ  

 者の の向上を 的として 者 の 事業を実施 
 者の地域生活の充実、 会生活の や への 行を推進するため、各

ー や 支援の 用を 進 

第 2-3-21 の （ 年 ）              （ ） 
    年度 

等  24 25 26 27 28 

１  920 4 128 4 157 4 079 4 004 

２  4 908 5 289 5 609 5 808 6 048 

３  909 985 1 0 7 1 141 1 267 

 9 7 7 10 402 10 80  11 028 11 19 

資料： 課 

 

 の る 者 の  

  とは、「 、 ル ー その他の 性 、学習 、 意 動性  

その他 に する 機 の であってその 状が通 年齢において 現するもの」と 。 

のある人には、 状の 現後できる の 支援が重要である とから、 学前や学校に

お る 支援や、 のある人への 地域生活への支援、 に対する支援の 要がある。 

県では、 児(者)に対する支援を総合的に行う地域の 点として 者支援 ン ーを

し、 児(者) その からの な への対 や 、地域の支援 の充実を図ってい

る。 

   支援 

( ) 支援   のある人やその からの 支援に関する への対 。その人の特 

性に た 育支援 画の作成や  

( ) 支援   を する 児(者)の への対 。公 職業 などの 関  

機関との連携による 提  

  イ  

    をよ くの人に理解してもらうための地域 民向 の講演会、 を支援する 、

、 、教育、 等の関 機関職員を対象とする 、県民向 フォーラムの実施 

 地域の支援  

市町村や 育 等を し、 についての各 ー 、 ン ー ング等の支援等

を実施し、地域の 者支援 の充実を 進 
 

第 2- -22 表 県 者 における                   （ ） 

 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

に る  744 656 701 689 2 105 

資料： 課 

（ ）27 年度までは「 テップ」の 数、28 年度からは「 テップ」 の「わか 」、「 」の 数の合  
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第 2- -2 表 県 者 主               

 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

主催 の実施回数(回) 

参加延べ人数(人) 

1 

800 

17 

817 

26 

1 76 

26 

1 277 

16 

970 

資料： 課 

（ ）27 年度までは「 テップ」の実施回数、28 年度からは「 テップ」 の「わか 」、「 」の実施回数の合  

 

第  の 者 の  

 

 の  

き も のうち、本人の 会参加の回 が 化し 会生活の 開が となった 合や、 らかの

の 状が 化している 合は、 ・ ・ などからの支援が 要となる。 

(1) 青森県 き も 地域支援 ン ー（県 ン ー・県民 プラ ） 

   き も の状 にある本人の を 進し、本人 等の の 進を図るための各 事業の実

施 

   支援 

本人 等からの 対 や、地域に出向いての 会の実施 

  イ グループ等支援 

対人 等を通 て 会参加の 進を す本人グループ（ き も っと・ テーション）、

が みを 有し 等を図る 教 （青年 き も 教 ）の開催 

   連 協議会 

き も 支援に関わる関 機関を 成員とする連 協議会の開催 

   教育  

き も に対する支援方 等の の実施 

    

ン ー 用の 、 き も 支援に関する  

(2)  （県 ン ー 各 ） 

の み、 の 題、 の 等についての の実施 
( )  （県 ン ー） 

校や き も 、 等の の実施 
 

 教育 の  

  の実施 

き も や ー 等の課題を える若者の 会参加を 進するために、 き も や ー 等の課

題を える若者（16 40 ）を対象に、 をともにした 生活をした 、 によ 仕

事や人にかかわった する とによって、人間関 や ーション を うなどの、 支援等

を 的とした事業を実施している。 
 

平成 29 年度の実  

第 1回 （日 ） 

日時・ ：平成 29 年 7月 1日（ 年 の ） 

参 加 者：4  

活 動 内 容： イ イク、 事、 察会など 
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第 2回 （1 2 日） 

日時・ ：平成 29 年 8月 26 日 27 日（ 年 の 、カワ グ ーン 、 上 ） 

参 加 者：5  

活 動 内 容： イ イク、 （ ）、 ク ーション、 など 

み なで （日  の参加 ） 

日時・ ：平成 29 年 10 月 21 日（ 年 の ） 

参 加 者：9  

活 動 内 容： イ イク、 活動、 事、 かえ ークなど 

 
第  立 の 実 

 

    

 年等の  

年 察活動は、「 年の 行の を通 て 年の な育成を図る と。」を 的として

いる とから、 行 年等の については、 年の 育成の を 本 とし、 

・ 年の 理、生理、その他 年の特性に関する理解 

・ 年の性行 を 察するなど の 別化 

・ 年その他の関 者が の る とに を かないようにする とへの 意 

・ 年の 行の に関する国 的動向への  

によ に めている。 

 

2  年 の  

 年の ち 支援活動の推進 

行のおそ のある 年 その 者と 的に連 を取 、 ・ を実施するとともに、

年 察 ランテ 、大学生 ランテ （ 年 ー ランテ 「 c 」）、関 機関・

等と連携し、 年 の状況に た 学・ 等の支援活動を行っている。 

イ 年を る 会 運の 成 

会 で 年を る 要性について理解を るため、地域の 行 について、 、

治会等に対する 活動を推進するとともに、 年 察 ランテ や ランテ 等と連

携し、 か ・ 運動、 会 仕活動や各 ン ーン等への参加等、 年が大人と 合う

とができる機会の に めている。  

 活動の推進 

等を通 、 年 要 年の に め、 等 な に めて

いる か、 行 年を 、 するため、 を推進している。 

要 年 児童 を た児童、 者のいない 年その他児童 による のための

等が 要と めら る 年をいう。 

 活動の推進 

年 行、 出、 等の の とその未 、い め、児童 等に る 年

要 年の のため、ヤングテ ン イン ー ッ 用のヤング ール等の 活動を推

進するとともに、関 機関との一層の連携を図っている。 

 年の 意識の 成活動の推進 

年の 意識の 成を図るため、 行 教 等 活動、 者の意識 成、 年 行  

ームの ル ップとその活動を推進している か、特に、 年齢 年対策として 

・ 小学校にお る 年 行 ル ームによる 運動等各 活動 

・ 「子ども会」組 との な連携、 活動等 

を推進している。 
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また、県 察本部 県教育委員会から合 ー ームを、学校、 、その他 年育成

の 会等に し、 年の 行 と 等の取組を支援している。 

カ 行 活動の推進 

「 引き」、「 」等の 行を するため、「 引き 重点 」 「

重点 」を選 し、 年 察 ランテ 、学校、 、関 機関・ 等と連携した 回等の

化 管理者 に対する 主的 対策の ・要 等の集中対策を推進している。 

 

 の の  

は、 年の に有 な を え、 な育成を しく する とから取 を 化して

いる。 

また、 等が関 する の取 への加 要や 等の取 を する

とともに、 年に対する の の に向 た 活動を推進している。 

 

4  年 の  

な を するため、 年に有 な 等を する各 営業者の実 に め、年齢

、 の 等について ・要 を行うなどによ 、有 な 等の 年への の を

図っている。 

また、携 話 会 等に対し、 者へのフ ル ング等の 明・推 について ・要 す

るとともに、 者 明会等の な機会を 用した 活動によ 、 年による有 の

やイン ー ッ に する 等の を図っている。 

 

 の における の 年 の  

 児童の の を とした児童 への な対  

各 活動を通 て児童 の に めるとともに、児童の が わ る事案については、児

童の を とした な対 を図っている。 

また、 児童を した は、 やかに児童 へ通 し、関 機関との な連携を つなど、

児童の のための を講 ている。 

イ 年支援対策の推進 

等に った 年に対しては、 の を図るため、 への に しつつ、

の 児童の実 に した な を行っている か、 要に て、 年カ ン ング ド

イ ーの を るなど、 年の特性に 意した 的な支援を行っている。 

 

 学校における に る  

学校にお るい め 題に関しては、学校等関 機関と連携を図るとともに、 年や 者等の

意向や学校にお る対 状況等を まえながら、 ・的 な対 を行っている。 

 

 年  

年 ン ーは、 察、教育、児童 等の関 機関、 ランテ が、 年の 行 を

図 、あわ て 年の 育成を するための合 活動の 点として、 国に ている。 

本県においては、青森市、 前市、 市、 市、 市、 市、 市、 つ市 町

の 9市町に 年 ン ーが ている。 

年 ン ーの業 は、 年 委員等による 行 年等の 、 のための 回を

主とし、 年 の 理、 機関への通 、 連 会の開催、 等に対する 連 活動等

に 要な 資料の 集 、 にその他 年の 行 等に関する事 がある。 
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第 2- -24 表 年 の 状況（平成 年 ）                                                       

         地 年月日  委員(人)      

青森市教育委員会 課 年育成 ーム  青森市 町一 10 10 41  4  1 151 教育委員会 課  

前市 年 ン ー 前市上 町 1 1 41  6  1 244 部子育て支援課  

市 年 ン ー 市内 一 1 1 8 10  1 145 教育委員会教育 課  

市青 年 ン ー 市内町 24 1 41  4  1  0 教育委員会 会教育課  

市 年 ン ー 市一ッ 504 1 17  28  40 教育委員会 会教育課  

市民生部まち く 支援課 市 町 6 1 19  0  15 民生部まち く 支援課  

市青 年 ン ー 市 町 1 8 4  8  1  9 市民生活部生活 課  

つ市 年 ン ー つ市中 一 8 1 44  4  1    60 部児童 課  

町 年 ン ー 町 関 55  40 12 10 5 教育委員会教育  

年  

 

  
は、 や などに関する 内の 行を した 年の事 を 的に取 う

として 24 年 1月 1日に した。 
は、 のような 、 子、 、 、 の 等に関するい い な 題の 事事 に 

ついて や を行い、また、 を した 年や を すおそ のある 年等に関する 年事 について、

を行っている。 らは、 公開の きで行わ る。 
 

○ 年 事  

        が 年事 として うのは、 年、 年、 年の事 で、その と

どは検察 、 察 から てくるが、 ら の機関（ え 、児童 等）や一般の人も、

そ の から、 は通 できるようになっている。 
事 を 理した は、 年に対し、 理学、教育学、 会学等の 的 を活用した

による を行い、 らに、 の中にある で 等の 学的

な検 や をする ともある。また、 しい 別の 要が生 たときには、 年に 年 別 の

別を 、その を活用している。 
年に対する は、 行に った 年を し、教育する とによ な市民として 生 る

とを 的としてお 、 の教育的 によって、 年が ち ったため、特に を 要と

しない状況にあると めら る 合には、 開 は の となる。 年は、 者への

をよ 化し、また、 引き等事 について、 者の を考え る講習を実施するなど、

教育的 の充実を図っている。 
が開か ると、 は、 に 行の内容 でなく、その 後にあるい い な事 について

しく 理し、かつ、 年の 生を 考えた上で、 年の を する。また、重大な事 につい

ては、検察 が関 し、合議 によ 理を行う ともある。 年や の 題に て、児童

による が であ 事 は児童 に事 を 、あるいは、 察 の 、 が

要であ 察 が る。 での が な 合には、 年 や児童 支援施 に

って 、 を る ともある。 
また、 は 年に を する とが と めた 合には、事 を検察 に って 事

を る ともある。 上の かに、中間的な として、 年を の 察

に して一 間生活状況を 察した 、 人 施 等で 会 仕活動に 事 て、その経 を

た上で を める ともある。なお、 者等の意 取、 、 通 記 の

など、 者等に対する の充実も図ら ている。 
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第 2- -2 表 年 状況（ ）   （ ：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 ： 年  

 

第 2- -2 表 年 状況（ ）             （ ：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                          出 ： 年  

 

 年  

  年 別 は、 管の施 であ 、現 は平成 27 年に施行 た 年 別 （平成 26 年 第

59 ）に き業 を行っている。各 県 地など、 国で 52 か に ている。 

  年 別 の主たる 的は、（1） 等の めに 、 別対象者の 別を行う と、（2） の 

 が ら て 年 別 に 容 る者等に対し、 要な を行う と、（ ）地域 会にお る

行 の に関する援 を行う とである。 

年 別 によ 、 年 別 察委員会の 、 済や の 出 度が たに ら る等、施

運営の 明性の 等の が た。 

 
（ ）  

   別とは、 学、 理学、教育学、 会学等の 的 識や に き、 別対象者について、その

行等に を した資 上 上 題となる事 を明らかにした上、その事 の に する

ための な を す とであ 、 、地方 生 委員会、 察 の 、児童 支援

施 の 、児童 施 の 、 年 の は 事施 の の めに て行っている。 
    
（2）  

の めに て、 の が ら て 容 た者の 容 間は、おお 間 内で 
 あ 、 年たちが ち いた ちで を ら るように、明るく かで しい生活 を  

するなど している。また、 者が成 にある者である とを まえ、 な育成のための支援 
として、 者の 主性を 重しつつ、学習支援や一般教 の 等の支援を行っている。 

 

平成 年 年 年 年 年

0 00 3

3

3 0

3 3

00 3

年

（ ）

 

年 3 3 3 0 3

3 0 3 0 3

3 3 3 0 30 3 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0

年 0 3 3 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 3

0 3 3 3 3 0 0 3

3 0 0 0 0 0

3 3 0

0 3 0 3 3 3

年
年

平成 年 年 年 年
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なお、年 別の年間 容人員は、第 2- -2 表のとお である。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ ） における の に る （ ） 

年 別 において た業 であ 、 行・ に る 的 識や を活用し、地域 会 
にお る 行 の 、青 年の 育成のために、本人や 者等の 人 関 機関や （  
下、「機関等」という。）の に 、下記のとお 、 な活動を行っている。 

    の提  
本人・ 者や機関等に対して、 行・ をした者の特性や他の関 機関に関する などを提 
する。  

イ  
本人・ 者や機関等に対して、特 の対象者のために 要な対 策や 方 、 画等の  
を行う。 

 各 の実施 
本人・ 者や機関等の に て、 検 、性 検 、職業 性検 等を実施する。  

 理的援  
本人・ 者や機関等の に て、 、カ ン ング、プ グラム等を実施する。 

 青 年の 育成活動の実施、協  
機関等が実施する 会 活動や行事等に協 する。 

   カ 事 検討会の実施、出  
機関との事 検討会において、対象者の 方 等について を行う。 

 講演・  
     機関等に対する ・講演・ 教育等 

平成 28 年にお る地域援 業 実施 数は、第 2- -28 表 第 2- -2 表のとお である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

( ）1 平成 28 年に実施した機関等の に対する 人の対象者に る援 の内容 理検 の実施、 

性的な 題行動がある 年へのカ ン ングやワーク ックの実施等 

2 平成 28 年に実施した ・講演の内容 者を対象にした子育てで大 な とについての 

講演、小・高校等での 教育（いわ る出前授業（ 用 教 、 引き 教 ））等 

 

 

第2- -2 表 年 年 （ 年）      （ ）

    年別 24 25 26 27 28

5 47 6 1 19

12 7 5 2

65 54 9 6 21

資料：青森 年 別

第2- -28表 の に る 実施 （平成28年）     （ ）

内容
行・

題行動
性

・
育成

学校・
教育

その他 合

数 18 5 1 0 0 24

資料：青森 年 別

 第2-3-29 の に る 数（平成28年） （ ）

人の
対象者に

る援
1

事
検討会

講演・

2
その他 合

数 0 1 6 8 45

資料：青森 年 別
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  察 は、 をした者 行のある 年に対し、 会内において な を行う とによ 、

をする とを 、 はその 行をなくし、 らの者が な 会の一員として し、

生する とを るとともに、 の な運用を図る か、 の活動の推進等を行い、もって、

会を し、 人 公 の を 進する とを 的に た の機関である。本県においては

青森市に青森 察 が か 、国 公 員である 察 とともに民間 ランテ である が

協 して、 生 関 等と連携しながら業 に取 組 でいる。また、 察 に た 会

が 等の状 で重大な他 行 を行った者の 会 を 進する とを 的に、 的か

つ な その のために 要な 察 を行う とによ 、その 状の に う

の行 の を図る 察等に たっている。 

 

   

や 行をした人たちを、 な 会の中で通 の生活を営ま つつ、本人が 生する上で 要な 

事（ 事 という。）を め、そ を るよう するとともに、 の や の

、 要な教 、 、 若しくは 職を るなどの 援 を行う とによって、その者の

生を図 うとするものである。 察の 察 間については、第 2- - 表のとお 。 

なお、 察事 の年間取 い 数は、第 2- - 表のとお である。 

○ 別  

 察対象者につき、 は 行に る行動をする 性 その 生に る状 の 化

を的 に し、その に いて 察対象者を の によ した各 に

し、各 に めら る の 度に て、 察 と の協 によ かつ

率的な 活動を行う か、各 にお る の実施状況によ 、 の 、 、

等の が的 に ら るように 的な 察 を実施する。 

○ 別  

 察対象者が つ 題性その他の特性を、その 、 行の 、 によって 1

に 化して し、各 とにその特性に 点を てて する。 によっては、集 を

実施し を上げている。 

○ 的 プ グラム 

一 の 向を有する 察対象者に対して、その 向の のため、 行動  

（ の 考や 事の え方の がみを 、行動 ーンの 容を す 理 の一つ）を理

的 として、 化 た に き行わ るもので、性 者 プ グラム、 プ

グラム、 用 プ グラム、 運 プ グラムの 4 がある。プ グラムの 講

は 事 によ ら る 合と 察対象者の 意意 で実施する 合があるが、い

の 合も 察 が 察対象者に対して実施する。い のプ グラムも中 は 5 回の

・プ グラム等であ 、 用 プ グラムについては ・プ グラム 後に テッ

プ ッププ グラムがある。 

○ 会 活動 

会 活動は、 察対象者が地域 会に する活動を行い、 会の に つ を通 て、

人の に てるという （ 有用 ）や 会のルールを る意識（ 意識）を育 とともに、

一 に活動する ランテ 等との ーションを通 て 会の一員としての意識（ 会性）

を高める が る 察 の一つである。 
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8 
 

第 2- - 表 の  

察の対象となる者 察 の 間 

1 察 の によ 察

に た者 

の日から 20 に するまで。た し、その

間が 2年に たない 合は 2年間。 

2 察 地方 生 委員会の によ

年 から を た者 

年 の日から の 間が するまで。通

では 20 に するまでであるが、26 を えない で

が めら ている。 

察 地方 生 委員会の によ

等から を た者 

の日から 間の する日まで。

者は、 によらない 。た し 年のとき

の しを た者は 後 10 年を経 するまでの

間となるなど がある。 

4 察 の によ 、 の 部の

行を 察に

た者、または、 の一部の 行を

察に た者 

の 部を た 間、 は の一部を た

間で、い もその 間が するまで。 

 

第 2- - 表 県 における の年                   （ ： ） 

    年別 

別 
平成 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 

1 察 

2 察 

察 

4 察 

41 

5  

172 

2 6 

2 

47 

198 

2 5 

07 

8 

179 

221 

250 

22 

1 4 

220 

187 

19 

109 

188 

合   802 802 745 626 50  

資料：青森 察  

 

2   

  本人が、 や 年 に 中に、 後に生活する の や が本人の ち に なと

であるかどうか し、もし 題があ 、そ を解 するよう を めとする の人に き

か 、 ムーズに 会 ができるように するものである。 

 

  

  から た人や で 行 となった人若しくは検察庁で になった人など

が、 事上の または による の を解か た後、 や 、公 の 機関などから

生に 要な や援 が ら ない 合に、本人 の 出によ 、 の の提 や 事

の 、 業の援 、 会生活の といった 要な援 を行うものである。 

 

4  者等施  

   ・ 行による 者等に対して、 生 においては、 等について意 等を べたい 者

等の支援や、 察の状況等の通 、 察中の加 者に を える 度等を 、 者等の

いに えるとともに、 察対象者の や の を深め る とにも資する施策を行っている。 

 

  

 や 行の のため、 の や 会 の に める活動として、 生 にお る

活動の特色は、 会内 実施者としての 的 識や経 を生かしつつ、 を する 会的

の 化 進に 点をおいている。 
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 らに、 や 行に った人の 会 に対する地域 会の関 ・理解を深め、地域 会がそ らの

人を する となく地域 会の一員として 、その 生を援 する とによって、 たな ・

行を する とを している。 

   年 月を 月間として「 会を明るくする運動」を実施し、青森県では、県 事を推進委員 とし

て、県内各地で、 や地域のイ ン 等にお る 活動、座 会、講演会、 ー 大会等を通 、

や 行のない明るい 会 く を ている。 

 

  

   は、 会 仕の をもって、 察 の 事 に 事する の国 公 員として、

大 が委 し、県内を 11 の 域に た「 」に ている の ランテ である。県

内の 数は 6 0 で、 察や生活 の に 事する か、 とに 会を組

し、地域の関 機関・ との連携のもと、地域にお る を めとする な活動を行ってい

る。平成 29年度現 、 つの 会が「 生 ー ン ー」を 治 等の協 を て公 施

内に し、地域の ・ の 点となっている。また、県 の組 としては青森県 会連合

会がある。 

 

  

関 組 等 主 な 活 動 内 容 

生 人 

 

生 事業 に き、 大 の を て 生 事業を営 民間 で

ある。 生 事業には、 生 施 を 、 者に を提 して 要な

を行う 事業、 は提 の援 、 の 、生活 等

の を行う一時 事業 らの事業等に対する連 ・ 成等を行う連 成

事業がある。 

 

 

 

 

 

 

 

生 人 

青森県 生 

協会 

 者に対する一時 事業の他、 会や 生 性会、 会等の

生 関 の活動への 成、 生 関 者の の実施 生 に関する

の 等の連 成事業を行っている。 

 

生 人 

あ す な  

 

 生 施 を し、 察対象者、 者、 行 者 者

等で、 な が いため 生のための を 要としている者を 、 事

の 、 職の援 、生活 その他の を行う とを 的としている。平成 12 年

9 月 事業を 開した。 

生 性会 

 性としての から、地域の や 行を未 に するための 活動を行う

とともに、 代を担う青 年の な育成に め、 ちに った人たちの 生に協

する とによって、 や 行のない明るい 会の実現に する とを 的とする

ランテ である。 (地 会数 25 会員数 1 840 人) 

会 

(   a  

  ) 

行 年等 な の 年に「 」や「 」のような で し、一 に み、

一 に し とを通 て、 年の ち や を支援するとともに、 行 活

動を行う青年による ランテ 活動である。 (地 会数 5 会員数 1 0 人) 

協 用 主 

 察対象者や 生 対象者をその前 に わる となく 的に

用等し、職業生活の の から 生 事業に協 している民間 事業 であ

る。( 180 事業 ) 

ーム 

 施 の一部を、生活する のない 察対象者、 者、 行 者

者等に提 し、 や 事の 等を行う 施 等である。青森県内では

事業 が ている。 

                       資料：青森 察  
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0 
 

第  の の  

   な にある子どもやその を支援し、未来を担う子どもたちが、いわ る の連 によって将来

が る とのないよう、本県の 対策を進めていくための として「青森県子どもの 対策推進

画」を平成 28 年 月に策 した。 
 

 に 施 の  

本 画に げる「教育の支援」、「生活の支援」、「 者に対する の支援」、「経済的支援」の つを  

本方 として施策を 化し、すべての子どもたちが と を って成 できる青森県の実現に向 た

取組を推進している。 
 

    教育 の  

子ども・若者が経済的理 によ する教育を する とがないよう、学校を子どもの 対策

のプラッ ームとして 、学習 の や教育 の 担 などの経済的支援の取組を推進

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   2  の  

子どもたちが した生活を 、 に やかに成 してい るよう、 な を有する

にある子どもについては、その 者も めた生活 の支援を推進している。 

また、生 の と子育てを一人で担う と に対しては、子育てと仕事を るための

支援を め、 機 の充実や支援施策の など、きめ かな生活 の支援を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 の

2 の

3 の

4 の

1 の の

2 の推 に る

3 と の もの に る

1 と の も の に る

2 の のない も の

3 に る もの

4 の

4　 が連 し な の 1 の連

1 の 、 の

2 の 上

6　 の の 1 らの ない

2

　 の

1　 の

2　 もの

3　 もの

5　 る人 の

1 に る

2 とし 連 との連

3 に る

4 に る 続の の

1 の の

2 に る に る の 減

3 に る の

1 の る な の の

2 に る

5　 の

1 もの の

2 な の の

3 て に る の

　 の

1　 ト ー とし な

2　 の連 の の の
　　 減と の 上

3　 の

4　 に る の

6　 の の
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    者に る の  

の生活の が図ら るよう、また、 者の く を子どもに すという教育的 点から、

者に対する の支援を推進している。 

また、 と では、 職経 が しく、 な がないまま 要に ら 職に るなど、

な にある が い とから、よ 高い が ら る 業を とするための支援を

図っている。 
 

 

 

 

 

 
 
 

   4  の  

生活 を めとする各 の や 度による経済的支援の を図っている。 

また、 と に対して、よ い 業を にするための 度の活用、経済的支援につい

ての を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 の  

   本 画の 実な推進を図るため、教育関 者、 会 事業 事者、事業主を代表する者、 者を代表

する者、学識経 者で 成 る、青森県子どもの 対策等推進委員会を し、 イクルによ

る 画の進行管理を行い、その状況について、県 ーム ー で公表している。 

 

第  る 者の の の  

 

 等に る の  

  ー 、 き も 、 校、 などの を有する子ども・若者やその に対する総合的

な支援を推進するため、教育、 、 、 、 、 生 、 用などの各 にお る関 機

関等によ した ッ ワークにお る の連携・協 の 化を図る。 
 

  県 者  

     子ども・若者支援に関わる関 機関の連携・協 を 化するため、平成 25 年 4 月、子ども・

若者育成支援推進 に く地域協議会として、「青森県子ども・若者支援 ッ ワーク協議会」

を した。 

     協議会は、教育、 、 、 、 用などの各 にお る 機関や行政担 課、民間

支援 、学識経 者など、 1の 成機関で 成 ている。 

 

 

  

1 に る

2 に る に る

3 に る

4

5 の もの の

6 の に る

　

1 の

2 の しの

3 の

4 の

　 に
　　る の
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等 成機関 

教育 
 

青森県教育庁学校教育課 
青森県総合学校教育 ン ー 
青森県総合 会教育 ン ー 

・ ・  
 
 
 
 
 
 

青森県 部 どもみらい課 
青森県 部 課 
青森県 青地域県民 地域 部 総  
青森県 青地域県民 地域 部 総  
青森県 青地域県民 地域 部 ども 総  
青森県子ども 支援 ン ー 
青森県 ン ー 
青森県 者支援 ン ー 

用 
 
 
 
 
 
 

青森県 部 政・ 開 課 
青森 職業 部職業 課 
青森公 職業  
青森県若年者 職支援 ン ー 
あおも 若者 ー テーション 

き若者 ー テーション 
はちのへ若者 ー テーション 

行対策 
 
 

青森県 察本部 部 課 
青森県 察本部生活 部 年課 
青森県 年 ン ー連 協議会 

・ 生  
 

青森 年 別  
青森 察  

人権  青森地方 人権 課 
市町村 
 

青森市 部 者支援課 
平内町 課 

民間  
 

子ども・若者 ー 「つがる・つながる」 
学習 ークル「 ン 」 

学識経 者等 青森県が委 する学識経 者等 （ 2 ） 
機関 青森県 生活部青 年・ 参画課 

 

2  お 者 の 成  

    青森県子ども・若者支援 ッ ワーク協議会の 成機関を中 とする子ども・若者支援に関する

や 機関を した「あおも 子ども・若者支援機関マップ」を、平成 25 年 11 月に作

成し、各 機関や市町村 などを通 て した。 時 している。 

 

 者 の  

    を有する子ども・若者やその が な支援を る とができるよう、各 にお る

な 等の に めるともに、ど に したらよいかわからない方などに対して、

な 機関を ・案内するための「子ども・若者総合案内」（ 用 話）を青 年・ 参

画課内に （平成 25 年６月）し、運営している。 

 

 る の  

   までの関 機関との連携や協 の 化、民間支援 の育成等の取組の成 を まえつつ、

らに地域で支援する の と 民意識の 成によ 、 を有する子ども・若者の を地域

において なく支援する の を図る。 
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  における の  

   地域で子ども・若者を支援している市町村、公的 機関 民間支援 が参画し、県内３地 

  に した「子ども・若者支援地 連 会議」を開催し、 会や事 を行った。 
 

   平成 29 年度の実施内容  

   ○ 会 

    第１回連 会議 

     ・平成 29 年 8 月 7 日（ 地 ）、8日（ 青地 、中 地 ） 

     ・テーマ： を有する子ども・若者の現状と課題 

           若者 支援のための実 から えた と  

     ・講 ：教育 理支援教 ・ マルつがる 代表 本 治  

    第２回連 会議 

     ・平成 29 年 9 月 12 日（中 地 、 青地 ）、1 日（ 地 ） 

     ・テーマ：地域でできる と き も 支援から えた地域 の 性  

     ・講 ： 県 町 会 協議会 会  ま み  

 

   ○事  

    第３回連 会議 平成 29 年 12 月 21 日（ 地 ）、22 日（ 青地 、中 地 ） 

    第 回連 会議 平成 0年 1月 16 日（中 地 ）、17 日（ 青地 、 地 ） 

     ・テーマ： 会生活を営 上での を有する子ども・若者やその を地域で なく 

          総合的に支援するため、地 連 会議において 事 での支援策の検討を行う 

          とともに、関 者間で現状や課題等の を 有する。 

   ・ ー ー ー： 

    （ 青地 ）あおも 若者 ー テーション 総 ー ー ー 小 一  

    （中 地 ） き若者 ー テーション ン ル ン  小  

    （ 地 ）はちのへ若者 ー テーション 総 ー ー ー  

     ・ ー ー イ ー： 市若者支援総合 ン ー  考  

 

 2  る の 成 

   を有する子ども・若者の現状や支援についての県民の理解を深めるとともに、地域 で支 

  える とへの 運の 成を図るため、地域にお る支援の 方をテーマとする「子ども・若者地 

  域支援フォーラム」を、県内 地域で開催した。 
 

 平成 29 年度の実施内容  

  日時 

    （ 地域）平成 29 年 12 月 12 日( ) 1 0 15 0 ー ー  ール 

（中 地域）平成 29 年 12 月 18 日(月)  1 0 15 0 前 化 ン ー 中会議  

（ 青地域）平成 29 年 12 月 19 日( )  1 0 15 0 青森国 テル  の間 

   内容 講演（講 ： ー  上 ） 

「 き も 事者の める支援と （資 ）」 

      ル カッション 

  テーマ：「 を える子ども・若者のためにできる と」 
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第２部 子ども・若者育成支援施策の実施状況 
 
 

 
 

        ： 

        （ 地域） 

         はちのへ若者 ー テーション 総 ー ー ー  

         青森県 者支援 ン ー「 」 ン ー   

         人はちのへ未来 ッ  事   

        （中 地域） 

         き若者 ー テーション 総 ー ー ー 成 治  

         青森県 者支援 ン ー「わか 」 副 ン ー  一  

         人 前 ども テ ・ ー る 代表理事  

        （ 青地域） 

         人 ーあおも  理事  子  

         青森県 者支援 ン ー「 テップ」 ン ー  町 子  

         子ども・若者 ー 「つがる・つながる」 代表 拓  
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